
令和 7 年度「新生児マススクリーニング検査に関する実証事業」 

計画のご案内と令和 5 年度のマススクリーニングの結果報告 

～産科分娩施設の産婦人科・小児科の先生方へ～ 

徳島県は、国（こども家庭庁）が実施する「新生児マススクリーニング検査に
関する実証事業」に参加できるように応募しております (資料 1) 。正式に県
が国より実証事業の参加の採択を受けましたら、「徳島小児先進医療協議会」
と県は協力して、令和 7 年 6 月 1 日から本事業を開始できるように進めてい
きます。 

この事業は、これまで実施されてきた「新生児マススクリーニング検査」20 疾
患に加えて、これまで「拡大新生児マススクリーニング」に含まれていた２疾
患（重症複合免疫不全症（SCID）と脊髄性筋萎縮症（SMA））の実証データを
国が集計し、スクリーニング検査の有用性を明らかにするものです。SCID と
SMA の実証データ（検査数や陽性者数等の個人が特定されないデータ）をこど
も家庭庁とこども家庭庁の研究班に提出することで、2 つの疾患が新に全国で
新生児マススクリーニング検査を受けられるようにするための検討に活用さ
れます。 

これまでの「徳島小児先進医療協議会実証事業」が準備していたパンフレット
や同意書を、実証事業を踏まえた同意書に変更する予定です。同意をいただい
た方は、県が 2 疾患の費用を負担するので、拡大新生児マススクリーニングの
料金がこれまでより低料金で受けることができます。採血やその後の検体の扱
いと検査機関は変わりませんが、正式な説明会を事業開始前に県と相談して準
備する予定です。 

今後とも、「徳島小児先進医療協議会」の活動にご理解、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。なお、「拡大新生児マススクリーニング」の実績につい
て、検査会社 KMB の発行する「つなぐだより」(資料２)と 20 疾患の「新生児
マススクリーニング」について、令和４，５年度要精密検査児の現状一覧と令
和 6 年度要精密検査対象数（資料３）、「拡大新生児マススクリーニング」の徳
島県での実績（資料４）を同封しております。「つなぐだより」(資料 2)はそれ
ぞれ外来や病棟に掲示いただけますとありがたいです。 

なお、内容については徳島周産期医療協議会にて報告しております 

令和 7 年 3 月 

徳島小児先進医療協議会(徳島大学小児科医局内) 
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